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みんなが協働する
まちづくりのルール

～まちづくり基本条例～

まちづくり
基本条例
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Q A
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
「
そ

の
自
治
体
の
地
方
自
治
（
住
民
自

治
、団
体
自
治
）の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
定
め
た
条
例
」
で
、
一
般
的

に
は
自
治
基
本
条
例
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
考
え
方
や
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
町
民
、

議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、

町
政
参
加
の
仕
組
み
な
ど
を
定
め

た
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
自
主

立
法
で
あ
り
、
法
律
に
定
め
が
な

い
こ
と
か
ら
、
名
称
や
規
定
内
容

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
の
位
置
づ
け
が
国
と
対
等
に
な

り
、
主
体
的
な
運
営
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会

環
境
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
町
民
一
人
ひ
と
り
の
暮

ら
し
を
支
え
、地
方
自
治
体
の「
未

来
の
礎
」
が
確
か
な
も
の
に
な
る

よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

を
策
定
し
、
守
ら
れ
る
べ
き
方
針

や
仕
組
み
を
構
築
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

全
国
で
は
、
４
０
０
を
超
え
る

自
治
体
が
策
定
し
、
各
自
治
体
が

独
自
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
条
例

を
定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
在
津
別
町
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
民
、
自
治
会
、
事
業
者
な

ど
が
参
画
し
、
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
時
代
へ
と
変
化
し
た

今
、
津
別
町
独
自
の
自
治
の
基
本

理
念
や
基
本
的
な
方
向
を
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
町
は
策
定
に
向
け
、
今

後
は
条
例
に
つ
い
て
調
査
お
よ
び

研
究
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

＆

町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
が
劇

的
に
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
民
、
議
会
、
行
政
の
３
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
を
理

解
し
あ
い
、
共
に
考
え
、
行
動
す

る
た
め
の
基
礎
と
な
り
、
参
画
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

条
例
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
細
か
な
対
応

が
可
能
な
地
域
社
会
の
役
割
分
担

や
協
働
の
た
め
、
基
本
的
な
こ
と

を
定
め
る
も
の
が
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
町

民
、
議
会
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
何

を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
一
緒
に
考

え
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

総
合
計
画
は
自
治
体
の
最
上
位

計
画
で
す
。
各
分
野
の
政
策
内
容

が
網
羅
的
に
記
述
さ
れ
、
実
現
す

る
た
め
の
施
策
や
目
標
、
実
施
手

法
等
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
や
目
標
な
ど
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

は
、
総
合
計
画
に
定
め
ら
れ
た
内

容
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
・
議

会
・
行
政
な
ど
、
各
主
体
が
力
を

合
わ
せ
て
い
く
た
め
の
原
則
、
制

度
や
手
続
き
、
仕
組
み
な
ど
を
誰

も
が
わ
か
る
よ
う
に
ル
ー
ル
化
し

た
も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
な
課

題
の
解
決
、
目
標
の
達
成
を
実
現

す
る
た
め
の「
道
具
」と
い
え
ま
す
。

現
行
の
地
方
自
治
法
は
、
住
民

自
治
の
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
「
参

加
」
や
「
協
働
」
な
ど
と
い
っ
た

今
日
の
自
治
体
経
営
に
と
て
も
重

要
な
事
柄
に
つ
い
て
の
規
定
が
特

に
置
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、自
治
体
独
自
の
制
度
の
設
計・

開
発
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
で
は
、各
条
例・

制
度
を
体
系
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
相
乗
効
果
を
高
め
て
い
く
と
と

も
に
、
自
治
体
経
営
の
諸
原
則
を

網
羅
し
、
総
合
的
に
規
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
と
は

全
国
の
策
定
状
況

地
方
自
治
法
と
の
違
い
は
？

総
合
計
画
と
の
関
係
は
？

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
つ
く
る
と
何
が
変
わ
る

の
？

な
ん
の
た
め
に
つ
く
る
の
か

町民

行政
みんなが協働する

まちづくり

まちづくりでは、津別町内で生活し
ている人、活動する人・団体、自治
会、事業者、議会、行政など、さま
ざまなな主体同士が相互にかかわっ
ていくことが重要です。

まちづくりや町政に町民が主体
的に参加し、行政の活動に広く
かかわることが必要です。

協 働
画

　５月１６日に開催したまちづくり基本条例キックオフ勉強会
の様子を YouTube で配信しています。北大名誉教授の神原勝
氏を講師に招き、「自治基本条例を考える」をテーマに条例制
定の意義などについて講演いただきました。
　自治基本条例の歴史や制定にあたっての留意点など、わかり
やすく説明しています。ぜひご覧ください。

まちづくり基本条例キックオフ
勉強会を YouTube で配信中

これまでの町の動きと
今後の取り組み（予定）

条例制定

これまでの町の動きとこれまでの町の動きと
今後の取り組み（予定）今後の取り組み（予定）

講演内容
１自治基本条例とは何だろう

２自治基本条例はなぜ必要か

３自治基本条例の歴史から

４制定にあたっての留意点

５生ける自治基本条例の条件
まちづくり基本条例キックオフ勉強会URL
https://www.youtube.com/watch?v=Jm8mlrR4XOw

Next
策定検討

組織を立ち上げ

キックオフ
勉強会

特 集特 集 知っていますか？　まちづくり基本条例

まちづくりでは、津別町内で生活し
ている人、活動する人・団体、自治

議会

住民説明会

パブリック
コメント

参



広報つべつ　2023年 9月号 広報つべつ　2023年 9月号 4

22

まちなか
再生事業

の
取り組み

５
月
よ
り
供
用
を
開
始
し
た

大
通
棟
に
つ
い
て
、
今
後
、
11

月
中
旬
を
目
途
に
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
機
能
を
現
在
の
旧
議

事
堂
か
ら
大
通
棟
へ
移
設
し
ま

す
。そ

の
た
め
、
大
通
棟
と
Ｊ
Ａ

つ
べ
つ
の
間
の
町
道
31
号
線
の

改
修
工
事
を
行
い
、
新
た
に
バ

ス
レ
ー
ン
を
整
備
し
ま
す
。
工

事
の
期
間
は
、
９
月
11
日
か
ら

11
月
上
旬
ま
で
の
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
は
、
下
図
の
と

お
り
道
路
が
終
日
全
面
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。

町
道
の
通
行
止
め
に
関
連
し

て
、
現
在
使
用
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

つ
べ
つ
の
駐
車
場
出
入
り
口
へ

の
進
入
も
で
き
な
く
な
る
た
め
、

期
間
中
は
、
国
道
側
の
出
入
り

口
を
臨
時
的
に
開
放
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
臨
時
の

出
入
り
口
の
幅
は
、
現
在
の
出

入
り
口
よ
り
も
狭
く
な
る
た
め
、

車
両
の
出
し
入
れ
の
際
は
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ト
・
大
通
棟
を
ご
利
用
に

な
ら
れ
る
方
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
駐
車
場

（
５
台
分
）
を
利
用
で
き
ま
し

た
が
、
工
事
に
伴
い
、
今
後
は
、

下
図
の
と
お
り
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
道
路
向
か
い
に
臨
時
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
臨
時
駐
車
ス

ペ
ー
ス
も
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
所
有
地

に
な
り
ま
す
。
所
有
者
や
他
の

利
用
者
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ

う
、
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
般
の
町
道
改
修
お
よ
び
バ

ス
レ
ー
ン
整
備
の
た
め
、
し
ば

ら
く
の
間
、
大
通
棟
や
Ｊ
Ａ
つ

べ
つ
を
ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
、

普
段
よ
り
町
道
を
通
行
さ
れ
る

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
通
棟
外
構
工
事
に
伴
い

工
事
期
間
中
は
町
道
を

全
面
通
行
止
め
に
し
ま
す

議
会
全
員
協
議
会
に
て

整
備
事
業
費
な
ど
を
協
議

5

８
月
14
日
に
第
５
回
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
幸
町
棟
の

整
備
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

幸
町
棟
の
整
備
事
業
費
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
９

月
に
開
催
さ
れ
る
定
例
議
会
に

お
い
て
補
正
予
算
を
提
出
し
た

い
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

幸
町
棟
の
整
備
に
か
か
る
事

業
費
お
よ
び
財
源
に
つ
い
て
は
、

下
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
広
報
６
月
号
で
示

し
た
事
業
費
と
の
違
い
は
、
内

容
を
精
査
の
う
え
１
０
０
０
円

単
位
と
し
、
旧
議
事
堂
解
体
費

に
係
る
国
か
ら
の
交
付
金
を

１
１
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
点
に
な
り
ま
す
。

全
員
協
議
会
で
は
、
３
名
の

議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
費
に
係
る
質
問
で
、
９

月
定
例
会
に
て
全
額
一
括
で
補

正
の
提
案
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
理
由
を
問
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
が
、
補
正
予
算
の

提
出
に
対
し
て
、
異
を
唱
え
る

内
容
の
質
問
や
意
見
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

町
と
し
て
は
、
予
定
ど
お
り

９
月
定
例
議
会
で
補
正
予
算
を

提
出
し
ま
す
が
、
議
員
か
ら
の

質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
幸
町
棟

整
備
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
全

額
一
括
で
計
上
し
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
本
事

業
は
通
常
の
工
事
発
注
と
は
違

い
、
旧
議
事
堂
お
よ
び
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
跡
地
を
調
査
設
計
や

解
体
、
施
工
、
運
営
事
業
者
と

の
調
整
な
ど
、
総
合
的
に
開
発

す
る
事
業
者
と
一
括
の
買
取
協

定
を
結
び
、
完
成
し
た
も
の
を

町
が
購
入
す
る
事
業
で
あ
る
た

め
で
す
。
ま
た
、
間
違
い
な
く

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
担
保

す
る
意
味
で
も
、
協
定
締
結
前

に
予
算
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
今
回
補
正
す
る
事
業

費
は
、
購
入
時
に
支
払
う
金
額

の
上
限
と
な
る
も
の
で
、
事
業

の
進
捗
に
伴
い
、
費
用
は
変
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
急

激
な
物
価
変
動
や
人
件
費
高
騰

な
ど
、
想
定
を
超
え
る
事
態
が

起
こ
ら
な
い
限
り
、
最
終
的
に

は
、
今
回
補
正
す
る
事
業
費
以

内
で
買
い
取
る
内
容
の
協
定
を

結
び
ま
す
。

これまでの議論経過や配付資料、Ｑ＆Ａ等については下記に掲載しています。

津別町ホームページ内【まちなか再生事業】ページ

https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/choseijoho/chihososei/2/index.html

《事業に対する問い合わせや疑問、出張説明のご依頼などを随時受付しています》　
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc14naEOJ3vMigL4_
sYC5xAFnt0-qk6JT40tAdlA-GCPtwMjQ/viewform?pli=1 QRコード

詳しくは……　まちなか再生事業　　  検索　

問い合わせ先 住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77－8374　
e-mail：toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp

◀ QR コードが読み
込める機器をご使用
の場合は、ここから
もアクセス可能です

■大通棟バスレーン整備および町道 31 号線改修工事の概要図◎幸町地区コミュニティ施設（幸町棟）整備事業費の財源（単位：千円）

調査設計費
設計・工事監理など

解体費
旧議事堂施設

建築工事費
幸町棟

外構工事費

事業費合計

事業費 交付金 起債 一般財源等

22,616 ー ー 22,616

93,280 82,280

396,000 198,000

11,000

198,000 ー

ー ー 111,100111,100

622,996 209,000 198,000 215,996

事
業
費
に
対
す
る
財
源

国土交通省交付金

内閣府交付金

▲上の表は、広報６月号掲載のものを基に内容を精査し、再掲載するものです。
※なお、大通棟と合わせた全体事業費は、現時点で 19 億 9,909 万 4 千円になります。

グリーンマート・大通棟用駐車スペース
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夏を楽しむ
つべつ七夕まつり・つべつ納涼盆おどり大会

　夏の宵を楽しむイベントで、８月５日に
つべつ七夕まつり、８月１５日につべつ納
涼盆おどり大会がそれぞれ４年ぶりに開催
されました。
　つべつ七夕まつりでは、山鳴太鼓保存会
による演奏やマジックショーなどたくさん
のパフォーマンスが披露され、訪れた人を
楽しませました。
　つべつ納涼盆おどり大会では、仮装盆お
どりコンテストが行われ、趣向を凝らした
衣装で会場は大盛り上がりでした。

津別の大自然を満喫
津別町青少年交流事業

　千葉県「船橋市」と山梨県「南アルプス市」
の子どもたちが津別町を訪れ、津別の子ども
たちとの交流を行いました。船橋市は平成元
年から、南アルプス市とは平成８年から交流
事業がスタートしており、新型コロナウイル
ス感染症の影響で中止していた青少年交流が
今年の夏に４年ぶりに行われました。
　南アルプス市からは小学生と指導者合わせ
て２５名が来町し、７月３１日から８月２日
まで２泊３日の日程で「かわ塾」を含む自然
を感じるプログラムなどを体験しています。
　船橋市との交流事業は８月６日から９日ま
で３泊４日の日程で行われ、野菜の収穫や森
の香り作りなどを体験。７日には歓迎会が開
催され、小学生と指導者３８名が屋内ゲート
ボール場でジンギスカン鍋など、北海道の食
に舌鼓を打ちました。
　両市の子どもたちは北海道の大自然の温も
りに触れ、津別町の短い夏を満喫しました。

１

２

１．かわ塾の様子（南アルプス市青少年交流事業）
２．子どもたちの集合写真（船橋市青少年交流事業）

4 年ぶりの青少年交流！
山梨県南アルプス市・千葉県船橋市
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374

第
77
回

　２０２３年 8 月。コロナ禍による影響で、4 年ぶりの開催となった青少年交流が、津別町で開催されまし
た。津別町の姉妹都市、山梨県南アルプス市の子どもたち 18 名と、民間からの交流が 30 年以上続く千葉
県船橋市の子どもたち 28 名が津別町を満喫しました。
　今年度から町内での農場体験や森林体験など、青少年交流事業では初めてとなる「オール津別」のプログ
ラムを展開。そこで繰り広げられる交流と育くまれたものとは？ 4 年ぶりの開催となった、津別町の青少
年交流を取材しました。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおいに設置された「デジタルサ
イネージ（映像看板）」でも視聴することができます。※タウン
ニュースつべつは、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新

大通棟愛称の採用おめでとう
大通棟愛称採用者へ賞状と副賞を贈呈

　８月１０日、役場庁舎で大通棟の愛称に採用された
津別中学校３年生の斉藤叶夢（さいとうかなた）さんへ
町長より賞状と副賞が贈られました。採用された「ウッ
ドリーム」のロゴは１１月に建物壁面と大型看板に設
置され、除幕式を予定しています。

頑張る子どもたちを応援
津別町商工会青年部が７団体に各１０万円を寄附

　７月３１日、津別町商工会青年部（上段左から２人目
濱端紀行部長）は、習い事を頑張る子どもたちを応援する
ため、町内の少年団７団体に各１０万円を寄附しました。
　濱端部長は「僅かばかりではありますが子どもたちの
活躍の場を作って頂きたい」と挨拶し贈呈を行いました。
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N
ew local revitalization

89 広報つべつ　2023年 8月号

新しい地方活性化
New local revitalization

　　亀井 宏之介（かめい こうのすけ）

　松田 涼花（まつだ すずか）

　櫻庭 洋史（さくらば ひろふみ） 　大井 創世（おおい そうせい） ▼～９月の活動予定～

　網敷 千時（あみしき ちはる）

空いた時間のうたた寝、早朝さんぽ、深夜ドライブ

世界の料理作り

ドライブ、語学学習 写真撮影

読書、カフェ巡り

人を知り、思いを知り、できることを考え行動する。
メンバーにとって地方を考える有意義なきっかけに
なるような、津別の皆さまにとって少しでも貢献で
きるような、そんな組織を作れるように頑張ります。

大学では地域経済学について
学んでいるので、津別町での
活動を通じて実践的な地域創
生の取り組みを学んでいきた
いです。

高大連携事業等の活動を通じ
て、津別町の活性化に貢献し
たいと思います。

津別町のことをしっかり学び、
できるだけ多くの皆さまに津
別の良さを発信したいです。

人口が減り色々なものが縮減
されていく中で、地方のまち
づくりがどうあるべきなのか、
学生である私たちに何ができ
るのか、考えていきたいです。

思いが思いで終わらないように、活動がその思いを
忘れないように、津別との縁に感謝しながら、精一
杯頑張ります！まだまだ未熟な私どもですが、今後
も何卒よろしくお願いします。

HALCC の活動のなかで町の
皆さまとお話できることを楽
しみにしています！

自然豊かな津別町が大好きで
す。津別町の皆さまとたくさ
ん交流できたらと思います！

津別の皆さまと仲良くなれる
よう頑張ります！

まだ 3 回しか行けていません
が、津別の大ファンになりま
した。よろしくお願いします！

①

①

① ①

①

②

②

② ②

②

③

③

③ ③

③

H A L C C

メ
ン
バ
ー

　津別町では現在、北海道大学の学生と連携して、地方創生を推進しています。
　先月号にて大学生たちの活動について紹介しましたが、今月からは HALCC（ハル
ク）のメンバー紹介を全４回にわけて行います。HALCC の方々に３つの質問に答え
てもらいました。津別町の活性化に取り組むメンバーに声援をお願いします。
※顔写真のないメンバーがいますがご了承ください。
HALCC メンバー紹介内容
①趣味・特技　②今年度HALCCとして頑張りたいこと　③津別町の皆さまへ一言

日程 22日（金）

内容
HALCC来町。津別高
校で北大マルシェに
ついての準備等

日程 23日（土）、24（日）

内容
・津別の特産品販売
・津別の魅力につい
  てポスター発表

高大連携
事業

北大
マルシェ

（札幌市）

新しい地方活性化新しい地方活性化
C C 　津別町では現在、北海道大学の学生と連携して、地方創生を推進しています。

№
２

HALCC
代表
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きくち　なぎさ　さん／平成 14 年 5 月生まれ／
認定こども園こどもの杜　勤務

み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
先
生
に
！

菊
池

凪
紗
さ
ん

菊
池
さ
ん
は
、大
空
町
で
生
ま

れ
、津
別
町
に
は
小
学
校
３
年
生
の

と
き
に
転
校
し
ま
す
。そ
の
後
、津
別

中
学
校
、北
見
柏
陽
高
校
を
経
て
札

幌
大
谷
短
期
大
学
保
育
科
を
卒
業
し

ま
し
た
。今
年
の
４
月
か
ら
こ
ど
も

園
で
４
歳
児
の
ク
ラ
ス「
ふ
じ
組
」の

主
担
任
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。　
　

高
校
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
た

時
、
子
ど
も
が
好
き
な
こ
と
と
、
親

戚
な
ど
周
囲
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
保

育
士
を
志
望
し
ま
す
。
１
年
目
に
し

て
主
担
任
を
任
さ
れ
て
お
り
、
仕
事

で
は
日
々
の
預
か
り
業
務
か
ら
保
育

内
容
の
考
案
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
な

ど
幅
広
い
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。「
日
々
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い

く
子
ど
も
達
の
成
長
を
間
近
で
感
じ

ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

将
来
の
目
標
は
、
子
ど
も
達
や
保

護
者
の
方
々
、
同
じ
職
場
の
先
生
な

ど
周
り
か
ら
好
か
れ
る
先
生
に
な
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

趣
味
は
、Snow

 M
an

の
深
澤
辰

哉
さ
ん
と
歌
手
の
宮
川
大
聖
さ
ん
を

応
援
す
る
こ
と
で
、
ラ
イ
ブ
な
ど
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
そ
う
で
す
。

なんだか最近、体のだるさを感じるのよね。
夏バテの時期は終わったのにどうしてだろう・・・

「秋バテ」ってなに？

栄ちゃん

栄ちゃん

それはもしかしたら「秋バテ」かもしれませんね。

　秋バテとは、9 月下旬ぐらいに感じる食欲不振や気だ
るさ、疲れが取れない、頭が痛いといった、夏バテに似
た症状が表れる体調不良のことです。
　夏の間は、暑いことを解消するためアイスなどの冷た
い物を食べるなど、体が冷える生活が多くなります。そ
の生活を秋にも続けてしまうと体の中で冷えがたまり、
その結果、血流が悪くなりやすく、内臓の元気がなくな
り秋バテにつながります。

栄養士

栄養士

10

野菜を食べよう
1日３５０g！

今回はたくさんの水分を含む野菜の「なすび」のクイズです。
夏が旬のなすびですが、夏と秋に収穫するなすびでは含まれている水分の量に違い

があります。さて、どちらの季節に収穫されている方が水分を多く含むでしょうか？答えは 12 ページ下

「秋バテ」に注意！

青 春
くろーずあっぷ

11

町
道
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）に
つ
い
て

町
道
民
税
の
納
め
方
は
、本
人
が
納
付
書（
ま
た

は
口
座
振
替
）で
納
め
る
普
通
徴
収
と
、事
業
主
が

本
人
の
給
与
か
ら
町
道
民
税
分
を
予
め
天
引
き
し

て
お
き
、代
わ
っ
て
納
め
る
特
別
徴
収
が
あ
り
ま

す（
年
金
所
得
者
に
は
年
金
か
ら
徴
収
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
）。

普
通
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
、４
回
に
分
け

て
納
め
ま
す
。特
別
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
、

12
回
に
分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
が
、１
回
あ
た
り
の
負
担
額
が

少
な
く
、し
か
も
納
税
者
の
手
間
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
特
別
徴
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、勤
務
先

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
事
業
主
の
方
へ
の
お
願
い
》

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主（
給

与
支
払
者
）は
、従
業
員（
納
税
義
務
者
）の
町
道
民

税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
律（
地
方
税
法
及

び
町
税
条
例
）に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
に
は
、給
与
報
告
書
を

町
に
提
出（
毎
年
１
月
末
期
限
）す
る
時
に
、特
別

徴
収
分
と
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。翌
年
度
か
ら

特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、給
与
か
ら
の
天
引
き
額
は
、予
め
町
で
計

算
し
て
事
業
主
の
方
へ
通
知
し
ま
す
の
で
、
所

得
税
の
よ
う
に
、毎
回
計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
11
月
ま
で
な
ら
、年
度
途
中
か
ら

で
も
特
別
徴
収
を
開
始
で
き
ま
す
。特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
ぜ
ひ
特
別
徴
収

の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

暮らしを支える

税

温
故

知
新

問い合わせ先　税務収納係　10 番窓口　☎77―8376

【秋バテ予防のポイント】
①１日３食を毎日決まった時間
　に食べる
②主食（ご飯等）と主菜（肉や魚）
　を揃えて単品食べはしない
③主菜はビタミン B1 を多く含
　む赤身のお肉を積極的に食べ
　る ( 豚肉がオススメ）
④ニラやネギ、ニンニクを一緒
　に食べるとビタミン B1 の効
　果が持続

【542】

さ
ま
ざ
ま
な
免
許
を
持
つ

敏
腕
ド
ラ
イ
バ
ー

笠
井

建
夫
さ
ん

笠
井
さ
ん
は
、
津
別
町
達
美
出
身

で
、
三
人
兄
妹
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
実
家
は
木
材
会
社
に
薪

な
ど
の
資
材
を
運
ぶ
仕
事
の
ほ
か
、

稲
作
を
手
掛
け
て
お
り
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
育
ち
ま

す
。
津
別
の
小
・
中
学
校
に
通
い
、

中
学
卒
業
後
は
弟
と
妹
の
学
費
を
稼

ぐ
た
め
三
輪
車
の
免
許
を
取
得
し
、

本
格
的
に
家
業
を
手
伝
い
ま
す
。
親

の
支
援
も
あ
り
、
働
き
な
が
ら
も
大

型
二
種
免
許
や
特
殊
免
許
を
取
得
。

近
隣
に
受
験
会
場
が
な
く
札
幌
ま
で

行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

大
型
二
種
免
許
を
取
得
し
て
い
た

こ
と
と
、
従
兄
の
紹
介
も
あ
り
津
別

通
運
株
式
会
社
に
定
年
ま
で
勤
め
ま

す
。

そ
こ
で
笠
井
さ
ん
よ
り
も
先
に
勤
め

て
い
た
、
西
山
鉄
雄
さ
ん
（
７
月
号

温
故
知
新
掲
載
）
と
中
学
卒
業
以
来

の
再
会
を
し
ま
す
。
西
山
さ
ん
と
は

同
級
生
で
仕
事
の
こ
と
か
ら
お
酒
の

楽
し
み
方
ま
で
教
わ
り
、
冠
婚
葬
祭

の
際
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

津
別
町
か
ら
木
製
チ
ッ
プ
を
白
老

町
ま
で
輸
送
し
、
帰
り
に
苫
小
牧
市

か
ら
合
板
用
の
接
着
剤
を
津
別
町
に

運
ぶ
仕
事
で
は
、「
猛
吹
雪
の
影
響

で
渋
滞
が
続
き
、
３
日
間
帰
っ
て
こ

れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事

の
厳
し
さ
と
自
然
の
力
を
痛
感
し

た
」
と
当
時
を
述
懐
し
ま
す
。

免
許
取
得
が
趣
味
の
笠
井
さ
ん

は
、
働
き
な
が
ら「
移
動
式
ク
レ
ー

ン
」
や「
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
」
な

ど
計
16
種
類
も
の
免
許
を
取
得
。
中

に
は
免
許
は
あ
る
も
の
の
、
取
得
し

て
か
ら
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
も
の
も

あ
る
そ
う
で
す
。「
全
部
似
た
よ
う

な
も
の
だ
か
ら
試
験
に
は
落
ち
た
こ

と
が
な
い
」
と
語
る
笠
井
さ
ん
。
類

い
ま
れ
な
才
能
を
垣
間
見
ま
し
た
。

退
職
後
は
送
迎
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
、
株
式
会
社
日
本
冷
食
や
網
走
市

に
あ
る
金
印
わ
さ
び
株
式
会
社
オ

ホ
ー
ツ
ク
工
場
へ
従
業
員
の
送
迎
を

す
る
仕
事
に
７
年
、
津
別
ハ
イ
ヤ
ー

に
15
年
ほ
ど
勤
め
ま
し
た
。

現
在
は
仕
事
を
辞
め
て
、
リ
ン
ゴ

や
プ
ラ
ム
な
ど
果
樹
栽
培
を
趣
味
と

し
て
余
暇
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

かさい　たてお　さん／昭和１７年１１月、津別町生
まれ／８０歳／達美在住
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来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の
は
、
平
成
29
年
４

月
２
日
~
平
成
30
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

届
出
用
紙
は
８
月
上
旬
に
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
用
紙
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

９
月
８
日
（
金
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
学
校
教
育
係

☎
77
―
６
０
０
２

「
敬
老
の
日
」
に
伴
う
公
衆
浴

場
無
料
開
放
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

70
歳
以
上
の
町
民

実
施
日

９
月
17
日
（
日
）、
19
日
（
火
）

※
９
月
18
日
（
月
）
は
定
休
日
の

た
め
お
休
み
で
す
。

場
所公

衆
浴
場
「
ご
湯
っ
く
り
」

問
い
合
わ
せ
先

住
民
環
境
係

12
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
７

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

を
対
象
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
新
規
取
得
で
５
０
０
０
円

分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
さ

ら
に
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登

録
、
公
金
受
取
口
座
の
登
録
で
そ

れ
ぞ
れ
７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
受
け
取
り
の
手
続
き
を
し

て
か
ら
２
~
３
日
後
（
ポ
イ
ン
ト

の
付
与
さ
れ
る
カ
ー
ド
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）
に
２
万
円
分
の

チ
ャ
ー
ジ
・
お
買
い
物
を
し
な
い

と
付
与
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

戸
籍
年
金
係

８
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
８

納
期
限
は
10
月
２
日（
月
）で

す
。口

座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

引
落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

12※１０ページ「食善食語クイズ」の答えは「秋」でした。

９
月
は
台
風
の
発
生
、
突
風
被

害
、
降
水
量
が
と
て
も
多
い
月
で

す
。
河
川
の
氾
濫
、
台
風
に
よ
る

土
砂
崩
れ
等
の
災
害
に
、
走
行
し

て
い
る
自
身
の
車
が
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
警
戒
心
を
持
っ
て
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

９
月
10
日
は
、「
車
点
検
の
日

（
く
︿
９
﹀
る
ま
点
︿
10
﹀
検
の

語
呂
合
わ
せ
）」
で
す
。
兵
庫
県

自
動
車
整
備
振
興
会
が
整
備
・
点

検
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
安

全
運
転
に
つ
な
げ
る
日
と
な
る
よ

う
制
定
し
た
そ
う
で
す
。
運
転
し

て
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
日
々

の
整
備
・
点
検
か
ら
安
全
運
転
に

つ
い
て
意
識
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
車
の
点
検

を
行
っ
て
お
く
こ
と
で
、
思
わ
ぬ

車
両
事
故
や
交
通
事
故
の
発
生
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
車
に
乗
る

前
と
乗
っ
た
後
に
は
車
両
の
点
検

を
で
き
る
限
り
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

9 月 10 日は
車点検の日です

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。
内容については、各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

地域
安全 交通安全

情報

カ
ー
ド
新
規
取
得
で
５
０
０
０
円

分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
さ

ら
に
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登

録
、
公
金
受
取
口
座
の
登
録
で
そ

交通安全交通安全

住民環境係
12番窓口　
☎77―8377

　車を運転するときは、夕方から夜間
にかけての歩行者・自転車の見落とし
による交通事故を防ぐために、「スピードダウン」
と「交差点での安全確認」を徹底しましょう。また、

「シートベルトは命綱」を心がけて全席着用で安全
運転に努めましょう。自転車を運転するときは、「自
転車安全利用５則」を守り安全運転に努めましょう。
自転車安全利用５則
①車道が原則、左側を通行（歩道は例外、歩行者優先）
②交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
③夜間はライトを点灯　④飲酒運転は禁止
⑤ヘルメットを着用　

秋の全国交通
安全運動
９月２１日（木）～３０日（土）

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ
ください。
住民企画課企画係 14 番窓口　
☎ 77 － 8374　FAX 76 － 2976

年
末
調
整
の
手
続
き
が
電
子
化

さ
れ
る
と
、
従
業
員
は
控
除
証
明

書
を
電
子
デ
ー
タ
で
受
け
取
り
、

当
該
デ
ー
タ
を
電
子
化
に
対
応
し

た
民
間
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
国
税
庁

が
提
供
す
る
年
末
調
整
控
除
申
告

書
作
成
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
通
称

「
年
調
ソ
フ
ト
」）
に
イ
ン
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、
各
種
控
除
申
告
書

を
デ
ー
タ
作
成
し
メ
ー
ル
等
で
勤

務
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
年
末
調

整
手
続
の
電
子
化
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w

w
.nta.go.jp/

u
se

rs/g
e

n
se

n
/

nenm
atsu/nencho.

htm

）
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト

︿
勤
務
先
の
メ
リ
ッ
ト
﹀

①
保
険
料
控
除
等
の
控
除
額
の
検

算
が
不
要

②
控
除
証
明
書
等
の
チ
ェ
ッ
ク
事

務
が
削
減
（
従
業
員
が
控
除
証

明
書
等
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
場

合
）

③
従
業
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

減
少

④
年
末
調
整
関
係
書
類
の
保
管
コ

ス
ト
が
削
減

︿
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト
﹀

①
控
除
額
等
の
記
入
・
手
計
算
が

不
要

②
控
除
証
明
書
等
デ
ー
タ
を
紛
失

し
て
も
再
交
付
依
頼
が
不
要

③
勤
務
先
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

減
少

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
つ
い
て

従
業
員
の
方
が
保
険
会
社
等
か

ら
取
得
す
る
控
除
証
明
書
等
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
保
険
会
社
等
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
す
る
方

法
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

通
じ
て
一
括
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連

携
）。なお

、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
連
携
特
設
ペ
ー
ジ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp

s://w
w

w
.n

ta
.

go.jp/taxes/tetsuzuki/
m

yn
u

m
b

erin
fo

/
m

ynapo.htm

）
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商工観光係
19 番窓口
☎77－8388

消費生活
相談
Q A＆

QＡ

津別町消費生活
トラブ ル2023

津別町消費生活
トラブ ル2023

霊感商法トラ
ブルについて
の法改正編

相談事例編

官
公
庁
を
名
乗
る

不
審
電
話
に
気
を
付
け
て
！

美幌町消費
生活センター
☎・ＦＡＸ
７２―０３６６
月～金曜日

（祝祭日を除く）
午前10時～
午後4時

通
信
局
を
名
乗
る
女
性
か
ら
電
話
が
あ
り
「
携

帯
電
話
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
て
、
被
害
届
を

出
さ
な
い
と
使
え
な
く
な
り
ま
す
」
と
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
警
察
官
と
名
乗
る
男
性
か
ら
電
話
が
あ
り
「
お
金
の
動

き
を
調
べ
る
の
で
ネ
ッ
ト
銀
行
を
開
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
保
険
証
の
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、

情
報
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
。
特
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で

の
操
作
は
し
て
い
な
い
し
、
通
信
ト
ラ
ブ
ル
も
な
い
よ
う
だ

が
心
配
だ
。

何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
た
悪
質
な
業
者
が
、

次
々
と
実
在
す
る
官
公
庁
や
事
業
者
名
な
ど
を

語
っ
て
、
手
当
た
り
次
第
に
電
話
を
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
う
っ
か
り
個
人
情
報
を
伝
え
て
し
ま
う

と
「
強
制
執
行
」、「
差
し
押
さ
え
」、「
自
宅
に
出
向
く
」
な

ど
の
不
安
を
あ
お
る
脅
し
文
句
で
、
根
拠
の
な
い
請
求
は
が

き
や
メ
ー
ル
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
様
子
を

見
て
、
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
一
切
相
手
に
せ

ず
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

せ
ら
知
お

せせせせせ せ
ら
知
お

せせせせせ

学
齢
児
童
届
出
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

公
衆
浴
場
の
無
料
開
放
の

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け

取
り
は
９
月
末
ま
で
！

年
末
調
整
手
続
の

電
子
化
に
つ
い
て

９
月
は
「
固
定
資
産
税
」

第
３
期
︑「
国
民
健
康
保

険
税
」︑「
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
」
第
４
期
の
納

付
月
で
す

献血にご協力をお願いします！
移動献血車が 2 日間来町します。
皆さまの温かいご協力をお願いします。

９月２０日（水）

場所 時間

津別町役場 午前9時30分～11時30分、午後1時～3時

津別高校 午後3時30分～4時30分

９月２１日（木）

場所 時間

津別町役場 午前9時30分～正午

丸玉木材株式会社 午後1時30分～4時30分

問い合わせ先　健康推進係　７番窓口　☎77－8380

当日献血にご協力いただ
いた皆さまには、津別ラ
イオンズクラブよりプレ
ゼントがあります。

「 ラ ブ ラ ッド」（献 血
Web 会員サービス）会
員募集中！ぜひ
ご登録ください。
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道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海

道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

皆
さ
ま
自
身
の
利
害
に
係
わ
る

苦
情
で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員

に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十

分
配
慮
し
ま
す
。

皆
さ
ま
に
代
わ
っ
て
苦
情
審
査

委
員
が
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、
必

要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。
審
査

の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点

や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、

道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め

ま
す
。

苦
情
申
立
に
つ
い
て

①
苦
情
申
立
の
窓
口
は
、
道
庁
の

「
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」ま
た
は

各
総
合
振
興
局
の
総
務
課

②
苦
情
申
立
書
の
付
い
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

③
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

立
書
様
式
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

④
「
苦
情
申
立
書
」
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
申
立
て
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
―
２
０
４
―
５
５
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
１
―
２
４
１
―
８
１
８
１

E-m
ail

   kujyou.koueki@
pref.

hokkaido.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/
ss/dsc/kujyou-m

ousitate.htm
l
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第４回つべつウッドロス
マルシェを開催します

　第４回つべつウッドロスマルシェを開催します。詳
しくは本誌折り込みチラシをご覧ください。

日時　９月３０日（土）
　　　午前９時～正午

場所　津別町木質バイオマスセンター
　　　（津別町字達美２１３番地１）

つべつウッドロスマルシェの様子

問い合わせ先
再エネ推進係　１７番窓口　☎７７－８３８７

せ
ら
知
お

せせせせせ

知
っ
て
ま
す
か
？
北
海
道

の「
苦
情
審
査
委
員
」制
度

問い合わせ先

場　所：津別交番

北見方面美幌警察署　交通係　☎ 0152-72-0110

自主返納出張窓口の開設について
　津別交番にて、運転免許証自主返納の出張窓口を開設します。
　窓口では、免許証の自主返納や運転経歴証明書の申請を受けま
す。ご本人はもちろん、ご家族等の代理の方でも受付可能です。

※代理の方の場合、①委任状、②確認書、③代理人の身分証が必要となります。

開設日：9月15日（金)　午前10時～正午
あたなが被害者にならない一番の方法は
ヒグマに遭わないことです

秋はヒグマに注意

４
月

０

５

10

15

５
月
６
月
７
月
８
月
９
月

10
月

11
月

12
月
１
月
２
月
３
月

被
害
者
数

負傷者数
死亡者数

発生月別のヒグマによる人身被害者数 被害発生時の被害者の活動
平成元年度～令和5年7月の合計　
末狩猟者が被害者の事例を除く

平成元年度～令和5年7月の合計
末狩猟者が被害者の事例を除く

人身被害は春と秋に多く発生 被害の1/2は山菜・
キノコ狩りで発生

山林作業
13％

農作業
10％

釣り
5％

秋のヒグマ注意特別期間
9 月２日（土）～10月31日（火）

令和５年 

●食べ物やゴミは必ず持ち帰る
●一人では野山に入らない
●野山では音を出しながら歩く

●事前にヒグマの出没情報を確認する
●薄暗いときには行動しない
●フンや足跡を見たら引き返す

あなたが被害者にならない一番の方法は
ヒグマに遭わないことです

※人里周辺でクマを目撃した時は、役場または警察にご連絡ください。
　問い合わせ先　林政係　18 番窓口　☎ 77 － 8386、　津別交番　☎ 76 － 2610 　　

出没情報
はこちら
◀

山菜・
キノコ狩り

52％

その他
20％

（ （） ）※道統計
　資料

※道統計
　資料



広報つべつ　2023年 9月号 広報つべつ　2023年 9月号 16

公営住宅
入居者募集

今回公募する公営住宅（入居時期９月下旬）
特定公共賃貸住宅

団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

緑町第2団地 緑町10番地 Ｈ23/1LDK 30,000円 1台分
(300円) 700円 単身用

旭町かえで
第2団地 旭町65番地2 Ｈ9/1LDK 25,000円 1台分

(300円) 700円 単身用

団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

豊永団地 豊永54番地1 Ｈ7/3LDK
（R5改修） 36,600～57,100円 1台分

(300円) 500円 世帯用
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９月７日（木）～１４日（木）
(土日を除く)

建設課住宅係　2階20番窓口

①現に同居し、又は同居しようと
　する親族等がある方(単身者向け住宅除く)

②入居者及び同居者の合算所得が、認定収入額の基準内であり、住宅に困窮している方
　(下記の世帯人数別の年間所得額一覧表を参照)
③入居者及び同居者、又は同居しようとする親族等が、暴力団員による不当な行為の防止
　等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員ではないこと

募集期間

受付場所

提出書類

入居にあたっての留意事項

入居資格

住宅区分 区　　分 世帯区分
1人 2人 3人 4人 5人

町営住宅
(所得上限)

通常の入居者 1,896 2,276 2,656 3,036 3,416
入居の特例 2,568 2,948 3,328 3,708 4,088

特定公共
賃貸住宅

所得下限(50歳未満) 1,896
所得下限(45歳以下) 1,856 2,236 2,616 2,996
所得下限(45歳以上) 2,276 2,656 3,036 3,416

所得上限 3,108 6,224 6,604 6,984 7,364

入居申込される方が津別町民の場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②マイナンバー提供書（ＨＰからダウンロード可）

※上記所得金額を超える場合でも控除額等により入居可能な場合があります。
※入居の特例は障がいのある方などが入居される場合に適用されます。

単位：千円

津別町HP 住宅情報

( 参考 ) 世帯人数別の年間所得額一覧表

入居申込される方が津別町民ではない場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②入居予定者全員の住民票
③滞納のないことの証明書
④入居予定者の所得が確認できるもの

①犬・猫等ペットの飼育はできません。
　( 一時預かりの場合も禁止です )
②入居が決定したときは、3ヶ月分の家賃に相当
　する金額を敷金として納付していただきます。
③独立の生計を営み、入居申込者と同程度以上
　の収入を有する連帯保証人１名が必要です。
④入居後の各種手続きについては、ご自身で行っ
　ていただきます。
入居申込・問い合わせ先 建設課住宅係20番窓口　☎７７―８３９０

みなし特定公共賃貸住宅

※みなし特定公共賃貸住宅とは
公営住宅の入居資格のうち、収入に係る入居要件を特定公共賃貸住宅の入居資格まで拡大した住宅のことです。
家賃は部屋ごとに決まり、収入に応じて定められます（令和５年９月現在は 1 戸のみ）。
この度、上記住宅の玄関ドアや壁紙、システムキッチンやトイレなどの内部改修を行っています。
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そ
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）
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

問い合わせ先　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　☎７６－２１８９

令和５年度

「町民防火パークゴルフ大会」参加者募集
●日 時：１０月１４日（土）　小雨決行
●受付時間：午前８時～８時３０分
●開 会 式：午前８時３０分
●会 場：ふれあい公園パークゴルフ場（豊永）
●対 象 者：津別町民の方（学生は除く）
●申 込 日：９月１日（金）～３０日（土）まで
●申込方法：次の場所に申し込み用紙を置いてい
　　　　　　ます。必要事項を記入の上、投入箱
　　　　　　に投函してください。
　　　　　①ふれあい公園パークゴルフ場管理棟
　　　　　②津別消防署

●競技内容：ふれあい公園パークゴルフ場管理棟、
　　　　　　津別消防署に競技内容等の詳細につ　
　　　　　　いて掲示しますので、そちらをご覧
　　　　　　ください。
●そ の 他：①雨天の場合は１０月１５日（日）
　　　　　　　に延期します。受付時間等の変更
　　　　　　　はありません。延期の連絡はパー　　　　
　　　　　　　クゴルフ場に掲示します。
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健診の種類 対象者（令和６年４月１日時点） 健診内容 料金

特定健診 津別町国保加入者で30～74歳の方　　
問診、身体計測、診察、
血圧・尿・血液検査、
眼底検査、心電図検査

1,000円

後期高齢者健診 後期高齢者保険加入者 問診、身体計測、診察、
血圧・尿・血液検査 無料

胃がん検診
40歳以上の方

バリウム検査 900円

肺がん検診 胸部レントゲン検査 200円

大腸がん検診 検便（2日分） 400円

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査 500円

エキノコックス症検診 小学3年生以上の方(5年に1度) 血液検査 無料

肝炎検診（Ｂ型、Ｃ型肺炎）40歳以上で一度も受けたことのない方 血液検査 無料

風しん抗体検査 43～59歳の男性 血液検査 無料

１０月２９日（日）～３０日（月）

９月１１日（月）～２２日（金）

午前６時～１０時（予定）

①電話申込

②ネット申込

健康推進係（77-8380）へご連絡ください。
（受付時間：午前8時30分～午後5時15分）

専用ページから申し込みください。

健診の種類 　　　　料　金
特定健診 1,000円

胃がん検診 900円
肺がん検診 200円

大腸がん検診 400円
合　計 2,500円

種　類 対象者 料　金 医療機関

乳がん検診 40 歳以上の女性 1,000 円
●北見赤十字病院
●小林病院
●北見中央病院
●網走厚生病院

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性 800 円

●北見赤十字病院
●北見レディースクリニック
●やまかわウィメンズクリニック
●中村記念愛成病院
●網走厚生病院

特定健診とがん検診を併せて受けると
５００円引きになります。この機会にぜひ
ご利用ください。

➡  2,000円

40歳・61歳の方で
津別町国保加入者

40歳・61歳の方で
津別町国保以外の方

特定健診、全てのがん検診が無料

全てのがん検診が無料

※乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に一度の検診です。昨年度受診した方は対象外となります。
　（無料クーポン対象者の方は昨年度受診していても受けることができます）
※受診をご希望の方は、専用ページからの申し込みまたは役場の健康推進係
　（☎77－8380）までご連絡ください。

津別町国保加入者の
皆さまへ耳より情報！

今年度40歳・61歳になる
皆さまへ耳より情報！

お得な国保パック健診

無料で受けられます

４月にお送りした「無料クーポン券」をご利用ください。

乳がん・子宮頸がん検診は
北見市・網走市内の医療機関で受けることができます。

婦人科検診
( 医療機関 )
申込先
QR コード

1819

集団健診の申し込みが始まります
特定健診・後期高齢者健診・胃がん検診・

肺がん検診・大腸がん検診・前立腺がん検診（ ）

◆健診日程

◆申し込みについて

◆健診内容

●申込期間

●申込方法

受診ができる期間
令和５年６月～
令和６年３月３１日
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避難等に関する情報
警戒

レベル
行動を促す情報
（避難情報等） 状況 住民がとるべき行動

５

緊急安全確保
（市区町村が発令）

警戒レベル５相当情報※
　　　　　氾濫発生情報
　　　　　大雨特別警報（浸水害）

　　　　　大雨特別警報（土砂災害）

●警戒レベル５緊急安全確保は必ず発
令されるとは限りません。すでに危険な
状況なので発令を待ってはいけません。

災害発生
または
切迫

〈警戒レベル４までに必ず避難〉

４
避難指示

（市区町村が発令）
警戒レベル４相当情報※

　　　　　　氾濫危険情報

　　　　　　高潮特別警報
　　　　　　高潮警報

　　　　　　土砂災害警戒情報

災害の
おそれ
高い

危険な場所から全員避難
●危険な場所から避難場所など安全な場所へ全員避難
　（立ち退き避難または屋内安全確保）しましょう。

３
高齢者等避難
（市区町村が発令）

　警戒レベル３相当情報※
　　　　　　氾濫警戒情報
　　　　　　洪水警報

　　　　　　大雨警報（土砂災害）

災害の
おそれ
あり

危険な場所から高齢者等は避難
●避難に時間がかかる高齢者や障がいのある方とその
　支援者は危険な場所から避難（立ち退き避難または
　屋内安全確保）しましょう。
●高齢者等以外の人も必要に応じ、避難の準備をした
　り、自主的に避難しましょう。

２ 注意報
（大雨・洪水・高潮）

（気象庁が発表）

気象状況
悪化

自らの避難行動を確認
●ハザードマップなどで自宅周辺の災害リスクを確認
　したり、避難場所や避難経路、避難のタイミングな
　ど自らの避難行動を確認しましょう。

１ 早期注意情報
（気象庁が発表）

今後気象状況
悪化のおそれ

災害への心構えを高める
●最新の防災気象情報に注意して、災害への心構えを
　高めましょう。

　大雨や台風による水害や土砂災害、高潮などの自然災害で、多くの人が避難の遅れな
どで犠牲になっています。風水害による「逃げ遅れゼロ」のため、災害の危険度の高ま
りと避難情報をわかりやすい５段階の警戒レベルを用いて発信しています。逃げ遅れる
ことがないよう、警戒レベル４までに必ず避難を終えておくことが重要です。

　風水害からの避難は、想定される自然災害（水害、土砂災害）に対応した指定緊急避難場所への
避難や、安全な場所にある親戚・知人宅への「立ち退き避難」が基本です。特に、土砂災害の危険
がある区域では自宅が倒壊するおそれがあるため、立ち退き避難が原則です。
　また、ハザードマップなどで自宅などの浸水想定等を確認し、上階への移動や高層階にとどまる
ことなどにより、計画的に身の安全を確保する「屋内安全確保」も可能な場合があります。ただし、

「屋内安全確保」を行うためには少なくとも「２つの条件」（下記参照）を満たす必要があります。

「立ち退き避難」と「屋内安全確保」

「立ち退き避難」をするなら…
市区町村が指定した避難場所など

　小中学校や公民館など、指定された避難場所に避難します。感染症対策として、
マスクやアルコール消毒液、体温計、スリッパなどを持参しましょう。

安全な場所にある親戚・知人宅
　普段から災害のときに避難することを相談しておきましょう。ハザードマップで災害のと
き安全かどうか確認しておくことが大切です。

安全な場所にあるホテル・旅館など
　市区町村が避難先として利用する動きもあります。ただし、市区町村が避難先として指定
しなければ通常の宿泊料が必要となります。ハザードマップで災害のときに安全かどうかを
確認しておくことが大切です。

　ハザードマップなどで、少なくとも以下の「３つの条件」を調べて、自宅にい
ても大丈夫か確認しましょう。条件を満たさなければ、直ちに避難しましょう。
　また、土砂災害の危険がある区域では立ち退き避難が原則です。

①自宅などに浸水しない部屋があること
②自宅などが一定期間浸水しても、水や食糧、薬などの備蓄品の確保や、　
　電気、ガス、水道、トイレなどが使用できること

※警戒レベル相当情報とは、主に気象庁などが発表する指定河川洪水予報、大雨警報、土砂災害
　警戒情報を指しており、住民が自主的に避難行動をとるために参考となる情報のことです。

土砂災害

土砂災害

高　　潮

土砂災害

洪　　水

洪　　水

洪　　水

●すでに災害が発生している状況です。自宅や近隣な
　どの少しでも安全な場所に移動して緊急安全確保の　
　行動をとります。

（注）ただし、安全を確保できるとは限らないため、
　　警戒レベル４避難指示までに必ず避難しま
　　しょう。

命の危険　直ちに安全確保！

津別町
指定避難場所

「屋内安全確保」をするなら… 津別町水害
ハザードマップ

「屋内安全確保」を満たす２つの条件

2021

問い合わせ先　防災危機管理室　☎７６－２１５１（内線２２２）
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津別消防署からのお知らせ

救急医療週間 が始まります
9月3日（日）から9月9日（土）まで

応急手当の目的

119 番通報の手順

①救命

②悪化防止

③苦痛の軽減

　突然の病気やけがでは、その場に居合わせ
た人が救急車の到着までに応急手当を行うこ
とにより、症状悪化の防止や人命救助につな
がります。　
　特にさまざまな人が多く集まる事業所や自
治会などでは、速やかに応急手当が行える救
護体制づくりが必要です。救急医療に対する
正しい理解と認識を深め、もしもの時のため
救急講習を受講してみませんか？　あなたの
勇気ある行動が命を救う手助けとなります。　
　津別消防署では、町民のみなさまや事業所
を対象とした救急講習を行っています。気軽
にお問い合わせください。

　火事、救急が発生した時には、迷わず、慌
てず１１９番に通報してください。消防本部
通信指令室につながります。
　通信員の質問には「落ち着いて」「ゆっく
りと」「はっきりと」答えてください。

９月９日は救急の日

消防署への通報の方法

　応急手当の一番の目的は、生
命を救う「救命」にあります。
　応急手当を行う際は、この救
命を目的とした「救命処置」を
を最優先します。

　応急手当は、けがや病気を治
すために行うのではなく、現在
以上に悪化させないことが目的
となります。

　傷病者は、心身ともにダメー
ジを受けています。「すぐに救
急車が来ます」など、励ましの
言葉をかけるようにします。

　消防車や救急車はす
ぐに出動します。その
後通信員が状況等詳し
くお聞きします。

119 番通報

１. 火事か救急の種別
２. 美幌町か津別町か
３. 発生場所と目標物
４. 現在の状況

①救命

②悪化防止
　応急手当は、けがや病気を治
すために行うのではなく、現在
以上に悪化させないことが目的
となります。

令和４年救急出動件数

２２９件

９月に入ってもまだまだ熱中症には注意が必要です！「水分」や「休憩」をこまめにとりましょう！

問い合わせ先　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　☎７６－２１８９
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年金 ミニ 知識
戸籍年金係8番窓口　☎77－8378

国民年金の加入手続・保険料免除申請等
の電子申請ができます
　国民年金第１号被保険者の資格取得・種別変更、保険料の免除・
猶予申請及び学生納付特例申請について、マイナポータルを利用し
た電子申請ができます。
　申請には、マイナンバーカードやマイナポータルの利用登録が必
要となりますが、マイナンバー等の情報を活用して、スマートフォ
ンやパソコンで申請書等を作成することができるため、紙での申請
より簡単に作成することができます。
　申請は２４時間３６５日可能で、申請結果についてもスマート
フォン等で確認することができます。お手続きの際は、便利な電子
申請をご利用ください。
　詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧ください。

日本年金機構のホームページ
https://www.nenkin.go.jp/
マイナポータルの利用者登録ホームページ
https://myna.go.jp

ごみ広報 津別町・津別町環境衛生推進協議会
問い合わせ先　住民企画課　住民環境係　12番窓口　☎77－8377

９月のリサイクル回収を実施します
　もう一度着れる、使えるものを目安としてリサイ
クル回収を行います。
　汚れや臭いのひどいもの、破れているもの、濡れ
ているもの、布団、カーテン、ドレス衣装、和服一
式、下着などは回収できません。
※洋服を入れていた袋、油を入れていた容器は、　
　持ち帰っていただきます。

日　程　９月１６日（土）
時　間　午前９時～１１時まで
場　所　スポーツ交流館（旧島崎家具店）
回収物　●衣類　●バッグ　●靴　●子供服
　　　　●タオルケット　●毛布　●食用廃油

広報つべつ　2023年 9月号

電子申請の
メリット

２４時間
申請可能

どこからでも
申請できる

時間・コスト
の削減
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〈公〉中央公民館〈農〉農業者トレーニングセンター 
〈町〉町民会館  〈さ〉さんさん館〈健〉健診ホール
〈温〉温水プール〈ふ〉ふれあい公園PG場

　3日（日）    ［休日当番病院］  美幌　玉川医院　 ☎75－2780
  10日（日）    ［休日当番病院］  美幌町立国保病院　 ☎73－4111
  13日（水）    離乳食教室（初期）　午前10時～〈役場　調理実習室〉
  15日（金）    運転免許証自主返納 出張窓口開設　
　　　　　午前10時～正午〈津別交番〉 
  16日（土）    リサイクル回収　午前9時～11時〈スポーツ交流館〉
  17日（日）    ［休日当番病院］  美幌　田中医院　 ☎73－2913
  18日（月）    ［休日当番病院］  美幌療育病院　 ☎73－3145
  20日（水）    移動献血車来町　
  21日（木）    移動献血車来町
  23日（土）    ［休日当番病院］  津別病院　  ☎76－2121
  24日（日）    ［休日当番病院］  美幌 こばやし内科クリニック ☎73－3356 
  30日（土）    第4回つべつウッドロスマルシェ　午前9時～正午
　　　　　〈津別町木質バイオマスセンター〉 

たてよこプラス

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
い
た
。
今
年
の
５
月
８

日
か
ら
感
染
症
法
上
、
危
険
性
が
最

も
低
い
と
さ
れ
る
５
類
に
分
類
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
交
流
が
再

開
さ
れ
始
め
た
。
船
橋
市
と
南
ア
ル

プ
ス
市
と
の
青
少
年
交
流
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
に
か

け
南
ア
ル
プ
ス
市
の
小
学
生
と
指

導
者
25
名
が
４
年
ぶ
り
に
来
町
し

た
。
続
い
て
８
月

６
日
か
ら
９
日
に

は
船
橋
市
か
ら
38

名
が
や
っ
て
来
た
。

南
ア
ル
プ
ス
市
の

一
行
と
は
、
東
京

で
の
要
請
活
動
に

参
加
し
て
い
た
た
め
残
念
な
が
ら

会
え
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
が
、
船
橋
市

の
一
行
と
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理

な
ど
で
も
て
な
す
歓
迎
会
に
出
席

で
き
た
。

船
橋
市
と
の
青
少
年
交
流
事
業

の
始
ま
り
は
平
成
元
年
で
、
小
学
生

86
人
、
中
学
生
１
２
３
人
、
指
導
者

47
人
の
計
２
５
６
人
が
、
８
月
17
日

か
ら
23
日
の
６
泊
７
日
の
行
程
で

来
町
し
た
。
こ
の
年
は
中
国
で
天
安

門
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
、
船
橋
市

は
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
中
国
と

の
交
流
を
見
合
わ
せ
た
。
そ
の
代
替

地
と
し
て
、
津
別
町
か
ら
離
農
さ
れ

船
橋
市
に
住
ま
わ
れ
た
方
と
、
船
橋

ポ
ー
ト
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご

尽
力
に
よ
り
津
別
町
が
選
ば
れ
た
。

２
５
６
人
の
受
入
れ
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が
中
心
で
、
当
時
下
水
道

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

ま
だ
未
設
置
の
農
家
の
方
々
の
受

け
入
れ
協
力
に
、
当
時
の
小
南
町

長
は
深
く
感
謝
し
た
に
違
い
な
い
。

あ
れ
か
ら
35
年
、
交
流
は
途
中
３
年

間
コ
ロ
ナ
で
途
絶
え
た
が
、
明
日

を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
空
間
を
超
え
て
交

流
を
深
め
る
こ
と
は
、

大
変
意
義
深
い
こ
と

だ
と
思
う
。

南
ア
ル
プ
ス
市
と

の
交
流
は
、
合
併
前

の
旧
櫛
形
町
か
ら
繊
維
企
業
が
津

別
町
に
工
場
を
開
設
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
６
年
10
月
に
友

好
都
市
を
結
び
、
翌
平
成
７
年
８
月

に
中
学
校
野
球
部
員
な
ど
、
一
行
51

名
が
来
町
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
。
そ
の
後
、
南
ア
ル
プ
ス
市
と
は

姉
妹
都
市
と
な
り
、
職
員
の
相
互

派
遣
も
行
っ
て
き
た
。職
員
交
流
は
、

今
後
船
橋
市
と
も
で
き
な
い
も
の

か
と
市
長
に
伝
え
て
い
る
。

町長　佐藤多一

【201】
青
少
年
交
流
再
開

 9月の予定

人口 4,142人（＋2）  世帯 2,166戸（＋5）
男性 2,025人（＋2）  女性 2,117人（±0）
高齢化率 45.49％　1,884人

令和5年7月末現在
（　 ）は前月比人の動き

①QRコード　
　から登録

②t-tsubetsu@sg-p.
jp（メールアドレス）を入力
し、空メールを送り登録

メールの登録方法 ＬＩＮＥの登録方法
QRコード　
から登録

メール配信システム「ささえねっと＠つべつ」へ
の登録をお願いします！

町の防災情報など大切な情報をお届けしています。 ※詳細は、町
ホームページを
ご覧ください。




